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DSP 制御による情報通信用アクティブフィルタに関する研究 





































1/4 であった。さらに、静的負荷変動では、アナログ制御が 10V 有るのに対し、ディジタル制
御では実質的に 0V であり、提案しているディジタル制御がアクティブフィルタの特性向上に
寄与していることを示した。動的および静的に出力電圧の変動が小さいことは、アクティブフ
ィルタの後段に接続される DC/DC コンバータの設計自由度が増し、システム全体の高効率化
につながる。また、アナログ制御ではボリュームによる調整箇所が３カ所あったが、ディジタ
ル制御では不要となった。これは、ディジタル制御では、アナログ制御の部品定数ばらつきに
相当するものが無いためである。 
第５章では、本研究報告の内容をまとめ、本研究の将来性と今後解決すべき課題について記述
している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
